
学校だより 令和４年２月２８日 第１１号 【３月の目標】

２月 16 日（水）に計画していましたが、コロナ感染症 ＜保健目標＞ 耳を大切にしよう。
まん延防止等重点措置の延長のため、祝う会自体はできま 健康生活の反省をしよう。
せんでしたが、本年度は、「将来の夢」について動画を作 ＜生活目標＞ 静かで落ち着いた学校生活をおくろう。

鹿児島市立桜丘西小学校 成して、記念に残すことを考えています。 ・ 校舎内では静かにする。
・ 一年の生活を振り返る。

２月９日(水)に令和４年度 ３月 行事予定
一月往ぬる 二月逃げる 三月去る に入学してくる１年生保護者 ＜３ 月＞

校長 松元 浩幸 への説明会を実施しました。 １２日（土） 土曜授業
入学までに準備しておくこ １９日（土） 金管バンドお別れコンサート

「一月往ぬる 二月逃げる 三月去る」は昔からある言葉で、年明けか とや入学後の留意点などにつ ２１日（月） 春分の日
ら３月までは行事が多く、あっという間に過ぎてしまうことを表してい いて、お願い等をしました。 ２４日（木） 第４４回卒業式
ます。私自身、歳を経るにつれてこの言葉を身に染みて感じることが多 ４月６日(水)の入学式に元 ２５日（金） 修了式・辞任式
く、４週間しかない２月があっという間に逃げてしまった感覚にとらわ 気いっぱいの笑顔を楽しみに
れます。コロナウイルス感染症関連では、まん延防止等重点措置期間が しています。 ◇ 毎月１のつく日は「あいさつの日」
３月６日まで延長され、学校では授業参観の中止や学級ＰＴＡの紙面開 ◇ 毎月１日は，ベルマーク収集日
催、お別れ遠足を校内遠足に切り替えるなど、まん延防止に向けた対策 ◇ 毎月２３日は親子読書の日
を講じてまいりました。３月 24 日に挙行される卒業式においても、昨 ２月 18日（金）に６年生を対象にして、『薬物乱用防止 家族一緒になって本に親しみましょう。
年同様、在校生の参加はしないこととするとともに、地域の皆様をはじ 教室』を学校薬剤師の新川純平先生に講師として来ていた
め、これまで子どもたちを見守ってくださった方々と共に卒業を祝って だき実施しました。
いただくことができないことが残念ではありますが、卒業する子どもた コロナ感染症対策により、保健室
ちの思い出に残る、そして、子どもたちが明るい未来に向かって羽ばた からのオンラインで行いました。
く希望がもてる卒業式にする所存です。皆様の御理解と御協力のほど、 薬物乱用の実態や怖さなどについ ※ 予定ですので変更もありえます。
今後ともよろしくお願い申し上げます。 て教えていただきました。正しい知 【４ 月】

識をもち、薬物乱用防止について適 ５日（火） ＰＴＡ常任委員会(旧役員)
【GIGA(ギガ)スクール構想の実現に向けて】 切な判断力を身につけさせていきた ６日（水） 新任式・始業式、入学式
学校だより第３号(６月 30 日号)にも掲載しましたとおり、文部科学 いと考えます。 １２日（火） 学級ＰＴＡ（４～６年）

省は全児童生徒に一人一台端末(タブレットパソコン)を配布し、教育の １３日（水） 学級ＰＴＡ（１～３年）
ICT 化を進めてきました。本校においては、３年生以上の全児童がタブ １５日（金） ＰＴＡ専門部会
レットを活用した授業や家庭学習に取り組んできましたが、令和４年度 ２３日（土） 第１回ＰＴＡリサイクル活動(24日予備日)
中に、１・２年生にも端末が配布される予定です。低学年への指導は、 ２月 25 日(金)に「お別れ遠足」 ２８日（木） 授業参観・PTA総会
入力の仕方や情報モラルなど、基礎的な部分からスタートします。これ を校内で実施しました。
まで本校が行ってきた端末の具体的な活用については以下のとおりで 例年遠足に出かける前に行ってい
す。 た６年生を送る会は、各学級からの
１ 植物の育つ様子をタブレットで写真に撮り、記録を付けていく。１ メッセージなどを動画撮影し、視聴
枚１枚の記録を編集し、最後に成長の様子としてまとめる。 するようにしました。６年生にとっ １月 18・19日に鹿児島学習定着度調査が実施されました。本

２ 体育のマット運動などで自分の技を録画し、動きをチェックする。 ては小学校最後の遠足となり、係を 校の結果と考察は次の通りです。
３ 自分の考えを書き込み、タブレット上で多くの友達と意見交換をす 中心にレクリエーションなどを楽しんでいました。中学校 ［国語］：「話すこと」「知識及び技能」において県平均を上回っ
る。 でも勉強や部活に頑張ってほしいと思います。 ている。「書くこと」において県平均を下回っている。

４ 基礎問題や応用問題をタブレットを使って行う。 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、
５ リモートで授業に参加する。 【「新型コロナウイルス感染症による小学校対応助 表し方を工夫して書く力をつけたい。

成金・支援金」期間延長について（お知らせ）】 ［社会］：「産業」「工業」において県平均を上回り、「貿易・運
他にも多様な活用がなされていますが、より効果的な活用方法の研究 ○ 小学校休業等対応助成金：子どもの世話を保護者とし 輸」において県平均を下回っている。

が日々行われており、本校職員も研究実践を積み重ねているところです。 て行うことが必要となった労働者に対し、有給の休暇（労 日本の工業輸出品の自動車の輸出について、工場の立地条件
注意すべきは、「情報モラル」や「情報セキュリティ」です。学校では、 働基準法上の年次有給休暇を除く）を取得させた事業主 や輸送手段などについて説明できる力をつけさせる必要がある。
書き込みをする際に相手が傷つくような言葉は書かない、決められたサ への助成金 ［算数］：「数と計算」「図形」において県平均を上回り、「測定
イト以外にアクセスしない(学校のパソコンにはアクセスできないよう ○ 小学校休業等対策支援金（委託を受けて個人で仕事を ・変化と関係」において県平均を下回っている。
制限がかかっています)など、ルールを守って使用する指導も行ってい する方向け）子どもの世話をするために、契約した仕事 ２つの数量の関係を見出し、表にまとめたり、利用したりす
ます。パソコンやスマホを家庭でも利用することが当 をする保護者への支援金 る力をつけさせる必要がある。
たり前の時代となりました。情報モラルについての約 上記の助成金・支援金の対象期間は、令和４年３月 31 ［理科］：「物質・エネルギー」「生命・地球」が県平均を下回っ
束事など、御家庭でも確認してくださるようお願いい 日まで延長されています。 ている。
たします。 【連絡先】☎ 03-5253-1111（内線 7929、7866） 条件を制御して実験方法を計画したり、妥当性を考える力を

つけさせる必要がある。


